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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

個人所属アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＫ２３Ｂ型ＪＡ２３８６（滑空機、 

単座）は、平成６年３月４日、練習飛行のため埼玉県妻沼滑空場をウインチ曳航によ 

り離陸する際、低高度で曳航索を離脱し、０９時５２分ごろ、滑走路上にハードラン 

ディングとなり中破した。

同機には、機長のみが搭乗していたが、死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　調査組織

航空事故調査委員会は、平成６年３月８日、本事故の調査を担当する主管調査官 

を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成６年３月９日 現場調査

1.2.3　原因関係者からの意見聴取

意見聴取を行った。



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ２３８６は、平成６年３月４日、機長により飛行前点検を受け異常のないこと 

が確認された後、同機は練習飛行のため、埼玉県大里郡妻沼町大字葛和田大野地先、 

妻沼滑空場の滑走路３２からウインチ曳航により０９時５１分ごろ離陸した。

その後の事故に至るまでの経過は、機長によれば次のとおりであった。

同機は、離陸直後の上昇速度が遅く５０ｋｍ／ｈの速度からなかなか増速しな 

かった。機首を水平に下げ増速を試みたが、思うように機速が得られず、このま 

までは危険と感じ高度約５０ｍで手動により曳航索を離脱した。

離脱後、機首を下げて増速するとともに、高度を下げるためスポイラーを開い 

た。その直後、速度が不足していることに気づきスポイラーを閉じたが、大きな 

沈下が止まらずそのまま接地した。離陸地点から約２５０ｍの地点に接地したが、 

接地時に衝撃を感じた。着陸後、スポイラーを開いてブレーキをかけて停止した。

このような曳航中に曳航索を離脱する経験は初めてだった。

ピストで事故を目撃した操縦教員によれば、次のとおりであった。

同機は、約２ｍの背風の状況下でいつもより少し長めの地上滑走の後、離陸し 

た。上昇速度が少し遅いと感じたが、飛行の継続に支障があるほどではないよう 

に思った。また、上昇速度が遅いことについて機長からウインチ・サイドに無線 

連絡はなかった。同機は高度約４０～５０ｍで機首が下がり曳航索が離脱したた 

め、ピストにいた他の操縦教員が、「離脱確認」を無線で送信した直後に同機の 

スポイラーが開かれた。同機は、離脱後さらに機首を下げて増速すると思ってい 

たが、そのまま増速することなく、引き起こし不足の状態でノーズギアとメイン 

ギアが同時に接地した。接地後、同機は右に少しヨーイングしながら滑走し滑走 

路上で停止した。

なお、当日はグライダー競技選手権大会の期間中であり、機長はこの大会に参加を 

予定しており、この日始めての練習であった。

事故発生地点は、滑空場の滑走路上で、事故発生時刻は０９時５２分ごろであった。 

（付図１参照）

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

なし



２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

中破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

ノーズギア取付部 破損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ２１歳

自家用操縦士技能証明書（滑空機） 第１９０２３号

平成４年１１月３０日

限定事項 上級滑空機 平成４年１１月３０日

第二種航空身体検査証明書 第２４６７０３０４号

有効期限 平成６年１２月２４日

総飛行時間（発航回数） ４５時間５１分（２４６回）

同型式機飛行時間（発航回数） １８時間２２分（７６回）

最近３０日間の飛行時間（発航回数） ５時間４８分（６回）

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＫ２３Ｂ型

製造番号 第２３０８９号

製造年月日 昭和６１年１２月９日

耐空証明書 第９３－２６－０７号

有効期限 平成６年９月１４日

総飛行時間（発航回数） ４１６時間０２分（１，８４８回）

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は３０５ｋｇ、重心位置は４４０ｍｍと推算され、いずれ 

も許容範囲（最大離陸重量３６０ｋｇ、事故当時の重量に対応する重心範囲２８５ 

～４５５ｍｍ）内にあったものと推定される。



２．７　気象に関する情報

2.7.1　ピストにいた操縦教員等によれば、事故当時の滑空場付近の気象は次のとお 

りであった。

天気 晴れ、風向 南、風速 ２ｍ／ｓ、視程 ８～９ｋｍ

2.7.2　事故現場の南西約８ｋｍに位置する熊谷地方気象台の当日の気象観測値は、 

次のとおりであった。

09時00分 天気 快晴、風向 北北東、風速 ２．５ｍ／ｓ、視程 ８ｋｍ、 

気温 ７．４℃、露点温度 －２．５℃、気圧 １，０１０．８ｈＰａ

10時00分 天気 快晴、風向 東北東、風速 ２．２ｍ／ｓ、視程 ８ｋｍ、 

気温 ８．７℃、露点温度 －２．２℃、気圧 １，０１０．０ｈＰａ

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.2　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が行われていた。

3.1.3　２．１項の飛行の経過で述べたとおり、機長は、手動により曳航索を離脱 

した後、飛行速度を増加させるため機首を下げたが、同時に不用意にスポイラーを 

開いたため、同機は増速されないまま沈下率が大きくなり、ハードランディングと 

なったものと推定される。

４　原因

本事故は、機長が低高度で曳航索を離脱後、速度不足のまま、スポイラーを開いた 

ため、沈下率が大きくなり、ハードランディングとなったものと推定される。



付図１　事故現場見取図



付図２　アレキサンダー・シュライハー式 

ＡＳＫ２３Ｂ型　三面図


